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  2 
   6 まちの話題
   8 暮らしに役立つ！行政情報
21 街かど探偵
23 特産品・レシピ
24 図書館だより
27 お誕生おめでとう・おくやみ
28 くらしのカレンダー

川辺仏壇協同組合

手作り雛（知覧町郡「のぶ美容室さん」作）
  桃の節句の時期になると、知覧まち商店街あちらこちらで
  ひな飾りが飾られます



鹿児島県川辺仏壇協同組合が設立されて、今年度で 80周年を迎えます。
南九州市川辺町は全国屈指の金仏壇・仏具の産地で、川辺仏壇は昭和 50年には通商産業大臣（現・経済産業大臣）
により伝統的工芸品として指定を受けました。
そこで、今回は組合設立 80周年を記念して、組合や川辺仏壇のこれまでの歴史などを紹介します。

川辺仏壇の歴史
川辺地域は古くから仏教の盛んな土地で、清水磨崖仏など仏教にまつわる多くの史跡が残っています。
島津藩主の一向宗禁制（1597 年）による弾圧や廃仏毀

き

釈
しゃく

（明治２年）の法難により、仏像や仏具は消失しましたが、
信仰は根強く残り、洞窟などに隠れて布教する「隠れ念仏」が行われ、隠し持つのに便利なように、見かけはタン
スのようで、扉を開けると金色さんぜんとした小型の仏壇が隠されたものが作られました。
鹿児島県では洞窟のことを「ガマ」と呼び、川辺仏壇ではガマという型（ガマ型）のものが作られ、その仏壇に
は「隠れ念仏」の頃の要素が色濃く残っていると言われています。

川辺仏壇とは
川辺仏壇とは、川辺町内で加工された材料を使用し、川辺町内におい
て製造、生産された仏壇で、経済産業大臣により指定された伝統的工芸
品です（伝統的工芸品を証する「伝統証紙」や、「地域団体商標登録認定
証紙」が貼り付けられています）。今日では全国に販路を持ち、生産の約
８割が全国に出荷されています。 ▲地域団体商標登録認定証紙

▼伝統証紙

写真提供：鹿児島県川辺仏壇協同組合 

鹿児島県川辺仏壇協同組合 設立 祝 80周年
～伝統で未来を開く～
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国
指
定
伝
統
的
工
芸
品



①木地
木を組む・削る。

②彫刻
木を彫る・刻む。

③宮殿（くうでん）
木で宮殿（くうでん）を
造る。

④金具
金属を曲げる・叩く・切
り出す。

⑥蒔絵（まきえ）
絵を描く。

⑤塗り
漆を塗る。

⑦箔・仕上げ
金箔を貼る・組み上げる。

川辺仏壇ができるまで
川辺仏壇は、製造工程が完全に分業体制で、「木地」、「彫刻」、「宮
殿（くうでん）」、「金具」、「塗り」、「蒔絵（まきえ）」、「箔・仕上げ」
の７工程に区分されています。各工程のほとんどが職人の入念な手
作業により、細部まで技術が施され、部品の組立に工夫があり、分
解しやすいことが特徴です。木地の材料は、杉・ヒノキ・松などが
中心で、天然本黒塗りの後、純金箔を押して仕上げる豪華さと堅牢
さを併せ持った仏壇となっています。

鹿児島県川辺仏壇協同組合

（有）久保仏具店 吉留（俊）仏壇店
（有）瑞光堂 川原昇仏壇
（有）滝山仏壇店 室屋仏壇製作所
（有）射手園仏壇店 瀧山仏壇製作所

中薗仏壇店 （有）橋口仏壇製作所
有薗（利）仏壇店 外薗仏壇製作所
福元仏壇商会 （有）木原金属工芸社

（有）古市美人仏壇店 （有）河村金具製作所
（有）川原清治仏壇店 （有）木原製作所
（有）大阪屋仏壇店 仏壇の金光堂

池田仏壇店 田中仏像彫刻工房
岡田仏壇製作所 （有）西彫刻製作所

（有）お仏壇の仏心社 創作工芸
（株）とどろき 宮殿工房駒水
（有）お仏壇のありた 外薗蒔絵店
（有）垂水佛光堂 川原美術工芸

上塩入漆工 外薗仏壇蒔絵店
瀧山仏具 永野仏壇工芸所
大坂良久仏壇店 下薗美術工芸所
神薗仏壇店

 理　事　長：原口　和秋　
 所　在　地：南九州市川辺町平山 6140 番地４
 設 立 年 月：昭和 11 年３月

■ 組合の概要（平成 29 年 1 月 1 日時点）

■ 組合加入事業所

■ 組合の沿革

川
辺
地
域
は
仏
壇
づ
く
り

に
必
要
な
７
工
程
全
て
の

職
人
が
そ
ろ
っ
て
い
る
町

で
、
全
国
の
主
要
仏
壇
産
地

か
ら
の
注
文
も
多
く
、
そ
の

技
術
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
７
工
程
の
職
人
た

ち
の
親
睦
を
深
め
、
情
報
交

換
や
共
同
作
業
な
ど
の
助
け

と
な
っ
て
き
た
組
合
が
設
立

80
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

は
、
大
変
、
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ご
支
援

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多

く
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

設
立
80
周
年
を
迎
え
た

今
、
時
代
の
流
れ
で
人
々
の

生
活
様
式
は
大
き
く
変
化

し
、
価
値
観
が
多
様
化
し
て

い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

よ
り
良
い
仏
壇
を
つ
く
り
続

け
る
だ
け
で
な
く
、
７
工
程

の
技
術
を
応
用
し
た
、
時
代

や
生
活
様
式
の
変
化
に
合
っ

た
新
商
品
開
発
に
も
挑
戦

し
、
技
術
の
高
さ
を
よ
り
多

く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
川
辺
仏
壇
の
価
値
を
高

め
、
こ
れ
か
ら
も
伝
統
工
芸

技
術
が
存
続
で
き
る
よ
う
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
皆
様
の
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

組合の活動拠点となる「川辺仏壇工
芸会館」が３月より開館しました。
この施設では、商品の見学や、蒔絵
の絵付けなどを体験することができ、
川辺仏壇や仏壇づくりの高い技術を広
く発信する拠点としても期待されます。

鹿児島県川辺仏壇協同組合
理事長 原口 和秋 さん

昭和11年３月
川辺仏壇組合設立（任意組合）
昭和18 年６月

鹿児島県仏壇工業組合に名称変更
昭和 22 年２月

鹿児島県宗教用具商工業協同組合
設立（法人登録）
昭和 50 年５月

伝統的工芸品として業界初の通商産
業大臣指定を受ける
昭和 62 年７月

皇太子ご夫妻川辺仏壇・製作実演行
啓視察
平成２年７月

秋篠宮ご夫妻川辺仏壇・製作実演行
啓視察
平成４年３月

川辺町新製品開発事業「御所車」完
成引渡
平成 19 年３月

地域団体商標「川辺仏壇」認可
平成 19 年 11月

伝統産業振興の功労により経済産業
大臣表彰受賞
平成 21年７月

JR 九州新幹線「新 800 系つばめ」車
内工芸品装飾工事受注

■ 川辺仏壇工芸会館

▲
赤
﨑
勇
氏
へ
の
記
念
品「
神
輿
」

写真提供：鹿児島県川辺仏壇協同組合 

平成 23年２月
「本場大島紬組合」「薩摩焼組合」と

の合同展示会開催
平成 24 年７月

東日本大震災被災地へ小型仏壇 100
基寄贈
平成 27年５月

ノーベル物理学賞受賞の赤﨑勇氏へ
の記念品「神輿」を受注・引渡
平成 27年 11月

国民文化祭（鹿児島）で仏壇などの
工芸品を展示販売
平成 29 年１月

伝 統的工芸品展示用ショーケース
設置（鹿児島中央駅）
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川辺手練団のロゴ

川辺手練団の製品

川辺の“川”の字や仏壇をイ
メージさせる川辺手練団のロ
ゴ。仏壇づくりの７つの技も表
しており、川辺手練団の製品に
押されています。

川辺手練団の製品は、伝統を一歩踏み出した試みやデ
ザインに挑戦し、長く愛されるものとなるよう機能的であ
ることも強く意識しています。

※（　）内は製品に用いられている仏壇づくりの技

〝
手
練（
し
ゅ
れ
ん
）〞
と
は
、「
熟
練
し
た
、見
事
な
手
並
み
。練
習
し
練
れ
る
こ
と
」を
意
味
す
る
言
葉
。

伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
川
辺
仏
壇
を
つ
く
り
続
け
、そ
れ
ぞ
れ
の
職
人
が
守
り
継
い
で
き
た「
木
地
」、

「
彫
刻
」、「
宮
殿
」、「
金
具
」、「
塗
り
」、「
蒔
絵
」、「
箔（
仕
上
げ
）」の
７
つ
の
技
で
、新
し
い
も
の
づ
く
り
を
目

指
す
川
辺
手
練
団
が
昨
年
か
ら
発
足
し
ま
し
た
。川
辺
手
練
団
は
他
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

の
協
働
を
積
極
的
に
行
い
、伝
統
の
職
人
技
で
、時
代
の
流
れ
に
対
応
し
人
々
の
日
常
の
暮
ら
し
に
寄
り

添
っ
た
も
の
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

時
代
に
求
め
ら
れ
る
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
伝
統
技
術
の
輝
き
で
、よ
り
多
く
の
人
が
仏
壇
の
あ
る

暮
ら
し
に
目
を
向
け
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら・・・。

大
切
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
仏
壇
づ

く
り
の
技
術
で
、新
し
い
も
の
づ
く
り

に
挑
戦
す
る『
川
辺
手
練
団
』プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
昨
年
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
、他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
協
働
す
る
こ
と
で

異
な
る
観
点
か
ら
仏
壇
づ
く
り
の
技
術

が
応
用
さ
れ
、自
分
た
ち
の
想
像
を
超

え
る
新
し
い
も
の
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

２
月
１
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
の
ギ
フ

ト
シ
ョ
ー
に『
川
辺
手
練
団
』と
し
て
参

加
し
ま
し
た
が
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

製
品
が
並
べ
ら
れ
た
会
場
は
華
や
か
で

来
場
者
の
反
響
が
大
き
く
、仏
壇
づ
く

り
の
技
術
の
高
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、自
分
た
ち
の
技
術
に
自
信
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。来
場
し
た
販
路
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
か
ら「
漆
塗
り
の
金
箔
が
押
し
て

あ
る
日
本
製
品
は
海
外
で
の
評
価
は
高

い
」と
、国
内
だ
け
で
な
く
海
外
も
視
野

に
入
れ
た
販
路
拡
大
の
可
能
性
も
聞
か

さ
れ
、『
川
辺
手
練
団
』を
通
し
て
自
分

た
ち
の
力
だ
け
で
は
届
か
な
か
っ
た
新

し
い
世
界
を
見
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

『
川
辺
手
練
団
』と
い
う
新
し
い
ブ
ラ

ン
ド
を
展
開
す
る
こ
と
が
、こ
れ
か
ら

の
自
分
た
ち
に
は
大
切
だ
と
強
く
感
じ

た
今
、『
川
辺
仏
壇
』と
い
う
伝
統
的
工

芸
品
を
守
り
つ
つ
も
、新
し
い
挑
戦
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仏
壇
を
つ
く
る「
七
つ
の
技
」が
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す

宮
殿  
く
う
で
ん

彫
刻 

ち
ょ
う
こ
く

蒔
絵 

　ま
き
え

木
地 

　き
じ

箔
（
仕
上
げ
）  

は
く

塗
り 
　ぬ
り

金
具 

　か
な
ぐ

川辺手練団
団長 永野 一彦さん

［問］鹿児島県川辺仏壇協同組合　☎0993-56-0240 写真：田村孝介写真：田村孝介

スピーカー（木地・塗り・金具・箔）

フレーム神棚（木地・塗り・仕上げ） 

キャリーコンテナ（塗り・金具） 
印伝仕様の革製小物入れ
（蒔絵） 

純銀製バングル（金具） 

蝶番式シェードランプ（金具） 

フレーム飾り棚
（木地・塗り・金具・仕上げ） 

フレームキャビネット
（木地・塗り・金具・仕上げ） 

※各製品は、川辺仏壇工芸会館に展示してあります。
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を
知
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、自
分
た
ち
の
技
術
に
自
信
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。来
場
し
た
販
路
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
か
ら「
漆
塗
り
の
金
箔
が
押
し
て

あ
る
日
本
製
品
は
海
外
で
の
評
価
は
高

い
」と
、国
内
だ
け
で
な
く
海
外
も
視
野

に
入
れ
た
販
路
拡
大
の
可
能
性
も
聞
か

さ
れ
、『
川
辺
手
練
団
』を
通
し
て
自
分

た
ち
の
力
だ
け
で
は
届
か
な
か
っ
た
新

し
い
世
界
を
見
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

『
川
辺
手
練
団
』と
い
う
新
し
い
ブ
ラ

ン
ド
を
展
開
す
る
こ
と
が
、こ
れ
か
ら

の
自
分
た
ち
に
は
大
切
だ
と
強
く
感
じ

た
今
、『
川
辺
仏
壇
』と
い
う
伝
統
的
工

芸
品
を
守
り
つ
つ
も
、新
し
い
挑
戦
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

仏
壇
を
つ
く
る「
七
つ
の
技
」が
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す

宮
殿  

く
う
で
ん

彫
刻 

ち
ょ
う
こ
く

蒔
絵 

　ま
き
え

木
地 

　き
じ

箔
（
仕
上
げ
）  

は
く

塗
り 

　ぬ
り

金
具 

　か
な
ぐ

川辺手練団
団長 永野 一彦さん

［問］鹿児島県川辺仏壇協同組合　☎0993-56-0240 写真：田村孝介写真：田村孝介

スピーカー（木地・塗り・金具・箔）

フレーム神棚（木地・塗り・仕上げ） 

キャリーコンテナ（塗り・金具） 
印伝仕様の革製小物入れ
（蒔絵） 

純銀製バングル（金具） 

蝶番式シェードランプ（金具） 

フレーム飾り棚
（木地・塗り・金具・仕上げ） 

フレームキャビネット
（木地・塗り・金具・仕上げ） 

※各製品は、川辺仏壇工芸会館に展示してあります。
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川辺チーム総合３位　多くの郷土選手が力走
	 ～第 64 回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走大会～

◆個人賞
【敢闘賞】轟木 太郎
【区間賞】第１日  第５区　中木原 毅尚（区間新）

		  第７区　源川 竜也
	 第３日  第２区　永谷 公明
		  第８区　奥薗 健一郎
	 第５日  第７区　雪丸 雄大
◆特別賞

【永年表彰】15 回　雪丸 恭平、10 回　雪丸 雄大

第
１
日
に
走
っ
た

南
九
州
市
の
選
手
ら

２月 18 日～ 22 日、県下一周駅伝競走大会が開催され、川辺チームは５
年連続の総合３位。累計タイムを約 20 分短縮するなど、すばらしい結果を残
しました。第１日の地元コースでは沿道の応援にも熱が入り、ベテラン選手か
ら若手選手までがチーム一丸となってたすきをつなぎ、力走を見せました。

第４区　雪丸 恭平 選手
第５区　中木原 毅尚 選手

第２区
轟木 太郎 選手

第６区　奥薗 健一郎 選手
第７区　源川 竜也 選手

第 10 区　永谷 公明 選手
第 11 区　雪丸 雄大 選手

第７区　源川 竜也 選手
第８区　石山 大輝 選手

お
め
で
と
う
！

平成 21 年７月の川辺図書室開室から１年２カ月で
来室者 10 万人、７年７カ月で 50 万人を達成し、２月
８日、ひまわり館で記念式を行いました。50 万人目は、
親子で来室していた川辺小学校１年生の中迎美月さ
ん、499,999 人目は毎日来室される山下キミエさん、
500,001 人目は川辺小学校５年生の前田柊人さんで
した。これからも皆さんの来室をお待ちしています。

川辺図書室入室者 50万人達成
	 ～いつもご来室ありがとうございます～

▲�記念式では、中村洋志教育長より中迎さんへ認定証、花束、記念品を贈呈しまし
た。これからも市民の心のよりどころ・愛される図書室を目指していきます。

２月 20 日、大相撲二所ノ関部屋のおかみで元歌手
の日高（旧姓：高田）みづえさんを南九州市観光大
使に委嘱しました。委嘱式では、塗木弘幸市長から「南
九州市の PR をお願いします」と委嘱状と名刺が手渡
され、日高さんは「巡業先など全国各地で名刺を配
り、故郷のためにできることを精いっぱいさせていた
だきたい」と抱負を話しました。

▼「故郷が大好き。楽しんでしたい」と話す元気で明るい日高さん。全国に南九
州市の良いところをたくさん PR していただけるのではと期待が高まります。

市観光大使に日高みづえさんを委嘱
～我が市の観光おかみに～

雪丸　恭平 雪丸　雄大 石山　大輝
永田　　亮 山下　奨平 轟木　太郎
中木原毅尚 田代　一晃 山崎　　駆
奥薗健一郎 田代　直也 下前　智哉
小宮　　幸 永谷　公明 大山　望夢
田畑　庸祐 茅野　雅博 溝口　昌央
中村　太悟 大川畑幸来 源川　竜也

川辺チーム　選手の皆さん ５日間の成績
第１日 ３位

第２日 ４位
（累計３位）

第３日 ２位
（累計２位）

第４日 ５位
（累計３位）

最終日 ３位
（総合３位）
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２月 25 日、市商工会川辺会館で、川辺ライオンズ
クラブ青少年表彰式がありました。これは、毎年行
われており、県大会以上で優秀な成績をおさめた小・
中・高校の個人、団体を表彰するものです。受賞者

を代表して川辺小学
校の永井翔晴さんは
「コーチ、先生、家
族のおかげ。この賞
を励みにまたがんばり
たい」と話しました。

川辺ライオンズクラブ青少年表彰式	 ～今後のさらなる活躍を期待して～

２月 17 日、市と市内郵便局および加世田郵便局、
川辺郵便局、鹿児島南郵便局（市内外 20 局）は、
南九州市地域における協力に関する協定を締結しまし
た。内容は、郵便局社員の配達などの業務中、子ど

もや高齢 者の異変に
気付いた場 合 や、道
路損傷、不法投棄が
疑われる廃棄物などを
発見した際に、市へ情
報提供することです。

関係郵便局との地域協力協定調印式	
～安心安全な地域社会づくりを目指して～

２月 22 日、頴娃農村近代化センターで市フラワーコ
ンテストが開催されました。市内産の切花を用いた一
般の方によるアレンジ作品 27 点と生産者が出品された
切花 50 点が会場を彩りました。市長賞には山下尚志

さんのカーネーション
が選出され、福留誠さ
ん、岡村盛文さん、永
谷保澄さん、西明美さ
ん、坂口松代さんが特
別賞を受賞しました。

南九州市フラワーコンテスト	 ～昨年より増の 77 点出品！～

２月７日、県内で共生・協働による温もりのある地域
社会づくりに積極的に取り組み、成果を上げている13
団体が表彰されました。薩南工業高校は、「薩摩の水
からくり」の保存や普及啓発など、伝統技術・文化の

次 世代への継 承に向
けた取り組みが、岡村
自治会は、地域ぐるみ
のセーフティネットづくり
への貢 献（12 月号 参
照）が評価されました。

コミュニティづくり推進優良団体奨励賞　    ～薩南工業高校、岡村自治会～

▲�協定書を掲げる市長と高田郵便局長。市
民の安心安全な地域社会づくりに貢献する
協力体制がまた一つ確立されました。

▲式に出席した受賞者と川辺ライオンズクラ
ブの皆さん。受賞者（個人 24 人、５団体）
は市ホームページをご覧ください。

▲真剣な表情でカーネーションを審査する
関係者。

▲表彰式に出席された、薩南工業高校代表
の竹中健太さん（右）、岡村自治会自治
会長の中村宗隆さん（左）。

１月 29 日、川辺町土建職人組合（五反田達也会長、
会員 14 人）が、小屋の軒下トタンの修繕や網戸の補
修など、川辺地域に住む独居高齢者などの家屋補修
のボランティア活動を行いました。依頼した方は「忙

しいのに、毎年ボラン
ティア作業をしてくだ
さり感謝でいっぱいで
す」と話しました。組
合員の皆さん、ありが
とうございました。

川辺町土建職人組合がボランティア	 ～20年以上も続く毎年恒例の活動～

▲�当日はあいにくの雨でしたが、朝早くから９
人の組合員がそれぞれの技術を生かして、
７軒の家屋補修を行いました。

東 ミ子さんが、３月６日に 100 歳の誕生日を迎え
られました。戦時中に家族で帰郷され、会社勤めの
夫を支えながら夫婦で農業を頑張ってこられました。

趣味の生け花や、70 代で審判資格を取得したゲー
トボールを、80 代後
半まで楽しんでいたそ
うです。 現 在は自宅
で長女の支援を受け
ながら生 活されてい
ます。

百歳おめでとうございます
　　  ～東 ミ子（ミネ）さん（頴娃町別府）～

▲長女と頴娃支所長と一緒に笑顔の東 ミ子
さん（写真中央）。
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